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Ⅰ－09 受注明細振替処理 
 

受注明細振替処理の役割 

受注入力時のヘッダー部情報の一括変更を行う処理です。 

得意先別の場合は展示会－得意先－受注日－受注№－担当者が対象となります。 

品番別の場合は展示会－品番-シーケンス－受注日－受注№が対象となります。 

出荷配分中、出荷済みの受注明細が含まれている受注の表示は可能だが、振替はできません。 
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操作方法 

1. 表示形式 

画面上部にある表示形式を選択し、変更したい受注明細一覧を表示させます。 

 

 

 

2. 明細選択 

変更したい明細をキーボードの矢印キー（↑ ↓）で選択し、Enter キー、 

または該当明細をダブルクリックで画面下部に表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 明細修正 

該当明細の変更したい箇所を変更します。 

●対象展示会 ▼ボタンより展示会コード一覧を表示し、選択します。 

●得意先  スペースキー押下で得意先マスタ検索ウィンドウが表示されます。 

   (詳細は得意先別受注入力処理の＜得意先マスター検索＞を参照) 

●受注日  任意の受注日を入力。変更する場合は西暦で 4～8 桁で入力します。 

●受注№  任意の受注№を入力。数字 10 桁以内で入力可能です。 

   ※受注 No を手入力している場合は、変更可能です。 

●担当者  ▼ボタンより担当者マスター一覧を表示し、選択します。 
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4. 更新 

内容を確認し、更新ボタンを押下します。 

更新確認画面が表示されはいボタンで受注明細が変更されます。 

処理を中止したい時はいいえボタンを押下します。 

 

 

振替登録完了画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

5. 終了 

終了する場合は終了ボタンで入力処理メニューへ戻ります。 

＜受注№を使用している場合＞ ＜受注№を使用していない場合＞ 


